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【目的】

本研究では、まず、研究 1 で「日常的な場面で、心理的距離が近いと考えられるヨコ関係(友人)と、遠い

と考えられるタテ関係(先生・先輩)のように自己表現をする対象との関係性の違いは、どのように自己表現

に影響を与えるのか」を検討し考察することを目的とした。次に研究 2 では、研究 1 の結果を元に場面を

設定して、「アサーション・トレーニングの効果」を検討し考察することを目的とした。

【方法】

研究 1 では、大学生を対象とした質問紙調査をした。その際、自己表現する相手をヨコ関係では、親し

い友人として、タテ関係では、余り親しい関係をもったことのない先輩・先生として質問し、場面を対象

の違う２つの関係性で回答を得た。

研究 2 では、研究 1 の調査結果を元に、タテ関係の相手に対し、説得交渉を必要する場面を設定して、

アグレッションの人、ノン･アサーションの人を対象としたアサーション・トレーニングのグレープワーク

を実施した。また、ワークの効果を見るため、ワークの前後に Social Phobia Scale(SPS)と Social

Interaction Anxiety Scale(SIAS)の日本語版(金井ら、2004)と自由記述の質問紙に回答を得た。

【結果】

研究 1 では、説得交渉場面において、アサーション群、アグレッション群、ノン・アサーション群それ

ぞれの群でタテ関係よりもヨコ関係の方が自己表現行動にでることがわかった。

図 1)ヨコ関係での説得交渉得点の結果 図 2)タテ関係での説得交渉得点の結果
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研究 2 では、ワークの前後で SPS 得点、SIAS 得点に変化が見られた。また、自由記述で得た回答でも

変化見られた。

図 3)アグレッション群の得点の平均 図 4)ノン・アサーション群の得点の平均
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【考察】

研究 1 では、タテ関係・ヨコ関係のような心理的距離の違いが自己表現に影響を与えることがわかった。

また、心理的距離の違いに関わらず、自分が置かれている状況の違いで、説得交渉行動が変わることがあ

ることが考えられた。

研究 2 では、「デスク法を使ったことで場面や気持ちの整理ができ、自分の伝えたいことがはっきりわか

ったこと」「グループワークをすることで他者の意見を聞き、自分の考えに共感を得たり、新しい考えを見

つけたりできたこと」「ロールプレイして実際に演じたこと」の３つのポイントが、気持ちの変化につなが

ったことが考察された。
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